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定期総会で
遠山昌夫氏が会長に再任
　6月 22日（金）、本会顧問　内藤  明人氏（リ
ンナイ株式会社会長）、名誉会長　榊  直樹氏（学
校法人東邦学園理事長）、フレンズ会長　遠山  
昌夫氏（菊水化学工業株式会社最高顧問）を含む
30名の参加のもと、名古屋観光ホテルにおいて
12時 30分から 14時まで理事会、評議員会が合
同で開催されました。
　役員会では、2012 ～ 2013 年度の新役員が承
認されたほか、事業報告並びに決算と監査報告（速
水監査役）がなされました。また、事業計画と予
算についても事務局長から報告され、異議なく了
承されました。
　「各種研修や企画などの事業には、何名が参加
されたのかがわかるようデータも合わせて報告し
てほしい」、「事業計画を実現させる目標をもった
予算を組んでほしい」との意見がありました。
　会員の拡大にあたっては、「個人会員の勧誘に

ついても力を入れ、卒業生や父母にも積極的に働
きかけてほしい」との要望がありました。

― 記念講演 ―
大谷　昭宏氏（ジャーナリスト）

　2時 30分から開催された記念講演は、「みん
なの命輝くために ― 東日本大震災から 1年 3か
月・日本 ―」と題し、大谷氏が 90分にわたり講
演をされました。（名古屋観光ホテル３階　那古）
　講演会は、大堀  道之氏（フレンズ評議員）の
司会により進行されました。阪神淡路大震災と
3.11 東日本大震災を取材された大谷氏は、「困難
だが、自然が美しい日本」を「次の世代に引き継
いでゆかねばならない」と今を生きる大人たちへ
強力なメッセージを送っていただきました。
　大谷氏は関西を地盤に活躍されていますが、名
古屋の TV局にも出演されており、知名度も抜群
です。フレンズ会員と一般の方、愛知東邦大学学
生ら、150名が熱心に講演に耳を傾けました。（関
連記事 17，18ページ）

　2012 年度
　「フレンズ・TOHO」役員会・定期総会を開催
“魅力ある事業計画 ”の推進計画を承認

2011 年度、本会員数は設立以来最高となりました。この新たに加入いた

だいた会員の皆さんに「魅力を感じていただける企画を推進したい」と

事業計画が提案され、承認されました。

再選された遠山会長の挨拶
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　6月 22 日（金）名古屋観光ホテルにおいて、2012 年度役員会が開催され、

12 年度～ 13 年度の役員（2年任期）が選出承認されました。

2012（平成 24）年 6月（敬称略）
役職名 氏　名 企業・学園・団体名 役　職 本学園関連事項
名誉会長 榊　　　直　樹 東邦学園 学園理事長 学園理事

顧　問
江　口　裕　通 日本防衛装備工業会 元理事長
神　野　三　男 ( 株 ) 名鉄グランドホテル 元社長
内　藤　明　人 リンナイ ( 株 ) 取締役会長 元「ﾌﾚﾝｽﾞ ･TOHO」会長

相談役 伊　藤　時　雄 東邦学園 学園参与 前学園理事長
会　長 遠　山　昌　夫 菊水化学工業 ( 株 ) 最高顧問 元学園監事

副会長
冨　田　寛　治 大同特殊鋼 ( 株 ) 特別顧問
嶺　木　昌　行 丸美産業 ( 株 ) 会長 学園評議員

理　事

石　川　元　廣 ( 株 ) 東海総合研究所 元専務取締役 学園監事
磯　部　由美子 東邦高等学校 教諭 学園理事
稲　垣　鍵　一 桶槽工業 ( 株 ) 取締役会長 元高校同窓会会長
神　野　重　行 ( 株 ) 名鉄百貨店 取締役社長
久　野　秀　正 東邦学園 学園参与 元高校校長・元「ﾌﾚﾝｽﾞ ･TOHO」事務局長
下　出　啓　介 ㈱エレックヒシキ 代表取締役
塩　澤　敏　明 富士コーヒー ( 株 ) 代表取締役 学園理事・高校同窓会会長
戸　谷　正　行 ウィズカンパニー 代表 学園評議員・大学短大同窓会会長
長　沼　均　俊 東邦高等学校 校長 学園理事
新　美　皓　哉 新美殖産 ( 有 ) 代表取締役
架　谷　昌　信 ( 財 ) 名古屋産業科学研究所 専務理事 学園参与
成　田　良　一 愛知東邦大学 学長 学園理事
増　田　貴　治 東邦学園 法人事務局長 学園理事
丸　山　惠　也 東邦学園 学園参与 元学長・大学名誉教授
川　村　秀　男 元名東区長 学園評議員
山　極　完　治 愛知東邦大学 教授 前学長

監　事
木　村　和　義 丸善 ( 株 ) 代表取締役会長 元高校 PTA 会長
速　水　利　行 中日本警備 ( 株 ) 代表取締役

評議員

石　黒　和　重 石黒体育施設 ( 株 ) 代表取締役
伊　藤　　　巌 名古屋油糧 ( 株 ) 高校同窓会副会長・前学園評議員
因　田　和　夫 ( 株 ) マサミ梱包 専務取締役 元高校 PTA 会長
大　堀　道　之 さくらや 代表
岡　田　　　保 自然と親しむ会幹事 元東邦高等学校教諭
岡　部　一　明 愛知東邦大学 経営学部学部長
加　藤　紀　生 江蘇英瑞集団有限公司 最高顧問
川　島　勝　洋 東邦高等学校 元高校 PTA 会長
河　村　嘉　男 丸菱工業 ( 株 ) 代表取締役会長 元高校 PTA 会長
桔　川　祐紀弘 ( 株 ) パワーチューブ 代表取締役 元高校 PTA 会長
久　野　豊　彦 環境サイエンス ( 株 ) 取締役社長
斉　藤　周　一 東邦学園 事務次長
佐　藤　　　洋 東邦学園 学園参与
柴　田　長兵衛 三重産業 ( 株 ) 代表取締役 学園評議員・元高校 PTA 会長
志　水　廣　己 東邦学園 前学園理事
鈴　木　健　治 鈴木健治法律事務所 弁護士 学園評議員・学園顧問弁護士
鈴　木　基　仁 公認会計士・東陽監査法人 代表社員 学園監事・元高校 PTA 会長
高　井　茂　雄 東邦高等学校 元校長 元学園理事
竹　内　久　祥 タケショウ ( 株 ) 代表取締役
竹　田　善　隆 東邦学園 元法人本部
中　野　銀　十 ( 株 ) 金城電器製作所 代表取締役会長
新　川　裕　士 東邦学園 学園参与 元高校校長
丹　羽　義　兼 東邦学園 元高校教頭 前「ﾌﾚﾝｽﾞ・TOHO」事務局長
則　竹　昌　常 東邦学園 学園参与 元高校校長
橋　本　春　子 東邦学園 学園参与 元短大学長
藤　本　紀　子 東邦高等学校 教頭
古　市　久　子 愛知東邦大学 人間学部学部長 学園理事
古　川　博三郎 フジオカ開発 ( 株 ) 代表取締役
堀　田　時　弘 東邦学園 事務次長 東邦学園評議員
松　尾　　　博 東邦高等学校同窓会 高校同窓会参与 元高校同窓会副会長
水　谷　洋　一 ( 株 ) スイセイ設備工業 社長 元高校 PTA 会長
宮　島　久　男 吉川建設 ( 株 ) 常務取締役 元高校 PTA 会長
村　木　秀　之 村木鑿泉探鉱 ( 株 ) 取締役社長
横　道　政　男 ( 株 ) トヨタホーム名古屋 東邦高等学校OB
吉　岡　睦　博 東邦学園 学園参与 前学園理事・前法人事務局長

事務局長 長谷川　　　明 東邦学園 学園参与 元学園理事

12 年～ 13 年度
役 員 構 成
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◇定期総会・記念講演会･懇親会
　6月9日、総会開催。山田  真哉氏による記念講
演 ｢経営につながる“ 会計の本質” をつかむ｣をお
こないました。「みどりの風」32号に講演内容の要
旨を掲載。

◇講演会・シンポジュウム
　11 月8 日、愛知東邦大学、地域創造研究所と共
催で「愛知東邦大学開学10周年記念講演会」を開
催。講師：観光庁長官溝畑  宏氏。

◇激励金贈呈
　柔道、水泳、サッカー、ダンス、バレーボール、空
手（以上、高校）、軟式野球（大学）各部の全国大会
出場に激励金贈呈。

◇法人会員の交流
　2月17 日第4回「名刺交換会」実施。榊 理事長
（東邦学園）、成田学長（愛知東邦大学）らの参加を
いただきました。29 社の法人会員の参加により、
およそ80名の参加者となりました。

◇会報･会員名簿の発行
　会報『みどりの風』31 号と32 号、2012 年度版
の会員名簿を発行しました。

◇各種企画の実施
・「奥三河の棚田―四谷の千枚田―と鳳来寺自然
科学博物館を訪ねる」5月14日。
・「“ はやぶさ” で得られたこと、“ はやぶさ２” で
目指すこと」（講師：髙木 靖彦　愛知東邦大学教
授）7月7日。
・「地域ビジネスの元祖、近江商人の商い手法（三
方よし）を知る」10 月8 日、「五個荘」「長浜」訪

問。（講師：森 靖雄　愛知東邦大学地域創造研究
所研究員）。
・「混迷する世界・日本経済から　―企業経営
の智恵を読む―」（講師：安保 邦彦愛知東邦
大学地域創造研究所顧問）をテーマに講座
（11/29,30,12/1）を実施。
・「富士見台、萬岳荘へのトレッキング」を7月30
日に実施。
・「和のフィットネス
　NOSS（ ノ ス ）」
（講師：西川右近
＝西川流三世家
元、西川千雅＝西
川流師範）を2 回
（10/18,11/22）開
催。

◇インターンシップへの協力
　愛知東邦大学と友好提携校のエベレットコミュ
ニティー・カレッジ（アメリカ）からインターン
シップ希望学生（4名）を本会法人会員（丸美産業、
石黒体育施設、名古屋花壇、名古屋国際ホテル）様
の協力により、受け入れていただきました。

◇教育活動への援助と協賛
　愛知東邦大学に50 万円、東邦高等学校に30 万
円の教育支援金を贈呈。東邦高校主催の中学生対
象スピ－チコンテスト（英語）に協力。第2回納涼
音楽祭に協賛。
　学内企業展を就職課と共催。

◇2011（平成23）年度会員数
　法人会員115 社、個人会員179 名、計294。
　過去最高の会員数を記録。

　2011 年度の事業計画の柱は、「会員に学びの場を提供」し「会員と学園が地域や社
会の中でさまざまな貢献・奉仕ができるよう援助」することでした。
　「学園が蓄積している学術的、文化的、教育財産を、地域社会に…還元」（会則）してい
く活動では、愛知東邦大学の先生方の協力の下で講演や研修をおこない、会員が学べ
る場を設けました。会員企業の研修に講師を派遣するお手伝いもできました。

2011（平成 23）年度　事業報告
事業
報告

西川千雅氏に合わせて体を
動かす受講者

「安全第一・相互信頼」をモットーに安らぎと潤いに
満ちた豊かな人間社会の発展に貢献します。
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2011（平成 23）年度　収支報告

収支概要
□収入の部□
　新規加入会員が増え、収入増となりました。法人

会員の新規加入18社は想定を超え、入会金が増え

ました。ご逝去による自然退会などの退会、会費納

入忘れがあり、個人会員会費収入が予算を下回る

こととなりました。

　「講座・研修参加費」は、予算科目には計上され

ておらず、決算に計上いたしました。各種研修講座

への参加費収入を明確にする理由です。 

□支出の部□
　学生・生徒のクラブ活動等の全国大会出場チー

ムが予定よりやや少なかったことが、事業費（そ

の他）の支出減となりました。

　会員に還元する意味合いもあり、会議費の支出

予算を多めに執行しました。通信費増は、事務局の

間違いにより、会員への郵送が多くなってしまっ

たことに起因するものです。

　予備費を

取り崩し、科

目流用する

ことはあり

ませんでし

た。
観光庁長官（当時）溝畑氏の講演
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◆役員会・講演会・定期総会開催
　6月22日（金）　於：名古屋観光ホテル（中区）
役員会･講演会･定期総会･懇親会を開催。
　記念講演講師：大谷  昭宏氏（ジャーナリスト）
　演題：「みんなの命輝くために―東日本大震災
から1年3か月・日本―」

◆講演会・シンポジュウム（「地域創造研究所」と
の共催）日程等は未定

◆会員研修の企画と教養講座（計画中を含む）
○5月12日「もう一度春を探しにいきませんか」
（自然と親しむ会）
○7月14 日「身体表現を楽しく豊かに―運動会
に向けて―」（幼稚園や保育園の先生を対象）
○8月 2 日 「親子理科実験教室」
○8月 4 日「伊吹山エコツアー」（自然と親しむ会）
○10月1日「コーヒーを美味しく楽しむ」
　講師：富士コーヒー㈱代表取締役　塩澤  敏明
氏
○10月14日「チンパンジーの子育てに学ぶ」（仮）
　講師：京大霊長類研究所　林  美里氏
○経営者に聞く“我社の誇り”を計画中
○「みどりのダム―森の働きを知る―」東大演習
林（瀬戸）を計画中
○シニア向けパソコン講座（TMCCの講座として）
や中国語講座を計画中

◆法人会員相互の交流を図る
　2月26日（火）第５回名刺交換会（於　愛知東
邦大学を予定）

◆会報『みどりの風』発行
　第33号（7月下旬）、第34号（11 月下旬）発行
（予定）

◆会員名簿の発行（2013 年1月中旬）

◆学園情報紙誌を会員に配布
学園広報紙「キャンパス」、地域創造研究所所報な
どを適宜送付

◆学園支援事業
○就職活動支援の「企業展」を開催（大学就職課
と共催）
○大学･高校各クラブへ激励と支援活動
○大学の企業研修やインターンシップ計画への協
力
○大学・高校の教育活動支援金の贈呈
○高校・スピーチコンテスト（英語）の支援
○納涼音楽祭（8月25日）に協賛

◆個人会員への宣伝と入会勧誘の重視
　高校保護者や卒業生に向けた会の宣伝と勧誘

　前年度は事業計画に則り、新たに多くの会員を迎えることができました。入会され
た皆さまに、会の趣旨をご理解いただき、末永く会員としてご協力いただけるような
事業計画が一層求められます。会員相互の交流や個人会員の人間的触れ合いが深まる
企画に取り組み、参加いただくことにより会の存在意義を一層ご理解いただけること
となります。
　学園と会員との架け橋として、本会がその任を果たせるなら、学園の教育活動を豊
かにすることに貢献でき、会員も学園を身近に感じ、会の活性化にもつながることが
期待できます。この具体化に応えられる事業計画を立てます。

2012（平成 24）年度　事業計画
事業
計画

名古屋市中川区七反田町 3番地
（定期調査・検査）
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代表取締役会長　下 出 玲 子
代表取締役社長　下 出 啓 介

2012（平成 24）年度　事業予算案

予算概要
□収入の部□

　新規加入として、法人5社、個人10 名を予定し

ました。個人と法人の退会数も同数を見込みまし

た。

　法人会員数が増加したことにより、会報「みど

りの風」33 号、34 号の広告収入額を増やしまし

た。

　役員会で指摘も受けましたが、各種講座・研修

参加実態を明確にする意味もあり、「講座・研修参

加」の科目を計上しました。 魅力のある講座や研

修を企画し、多くの参加を得るとともに、会員の増

加を目指します。

□支出の部□

　多くの会員にご参加をいただいて総会を魅力あ

るものにすることは、皆様に還元できる機会でも

あります。したがって総会等の会議費の支出を増

額、計上しました。学園活動支援や名刺交換会など

例年通りの事業も計画します。

　事業費（その他）の支出を前年度実績に基づき

減額し、25 万円としましたが、今後の部活動の活

躍によっては大きく変動することも予想されま

す。増額となることを期待しています。変動がある

場合は、予備費から支出します。
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愛知東邦大学地域創造研究所　顧問　　　　　

安保　邦彦　講師

　「混迷する世界・日本経済から　
　　　　　　　　　―企業経営の知恵を読む―」

　全 3回の講座（2011/11/29 ～ 12/ １）には、
延べ 41名の参加がありました。師走を前に忙し
い時期にご参加いただき、終了後は今尾雅博先生
（愛知東邦大学経営学部教授）が「時間があれば
研究室でお茶でも飲みながら話の続きをしません
か」とのお誘いもありました。今尾先生の研究室
でコーヒーをいただくというおまけつきの講座と
なりました。
　講座からその一部をご紹介します。（敬称略）
□トヨタ
　トヨタ発展のきっかけは豊田佐吉の欧米視察で
した。1910（明治 43）年、アメリカで見たＴ型
フォード、イギリスのランカシア地方の繊維の産
業の衰退は、自動車の未来と繊維の先行き不安と
を感じ取ることとなりました。トヨタが車産業に
力を入れたきっかけでした。
□カゴメ
　名古屋に本社のあるカゴメの草創の物語りでし
た。創業者 蟹江一太郎は、現東海市の農家の婿
養子でした。彼は、養蚕業衰退の兆しをいち早く
感じ、桑栽培からトマト栽培への転作を考えたの
です。トマト作りは、兵役中の上官の一言でした。
「西洋野菜が現金収入になる」。
　さらに、名古屋ホテルでもらったトマトソース

を真似て 1903（明治 36）年、自宅納屋でトマ
トソースの生産を開始しました。カゴメトマトケ
チャップの始まりです。
□ミツカングループ（旧中埜酢店）
　1804（文化元）年、初代中野又左衛門が現半
田市で酒粕から酢の製造を始めたのが出発点で
す。当時、知多から江戸までの海路があり、江戸
で流行った立ち食い寿司に酒粕酢が採用され、大
いに繁盛することになりました。
　４代目中野又左衛門は、中埜に姓を替え 1892
（明治 25）年に丸三ビールの生産を本格化します。
このビール生産を手伝ったのが、甥の森田善平で
敷島製パンの創設者です。
　7代目は、左衛門の「衛」を「エ」に改めまし
た。創意工夫を凝らした経営に徹するためといわ
れています。
□各社に共通するものは何か
　時代の先を見ながら常に新しいことに挑戦する
姿勢があり、進んだ道が時代の趨勢と合致し、業
績が拡大したといえます。また、自分が得意とし
実績のある事業からの発展であったことも見逃す
ことはできません。例えば、トヨタは、「織機機械」
から「車」の「組み立て」産業へと発展させました。
　カゴメは、大根、蚕、米のいわば和野菜から洋
野菜のトマト、キャベツ、パセリ、白菜、だるま
ニンジンに挑戦しました。
　ミツカングループは、酒造りから酒粕、そして
酢に進出し、その売り方にも革新性を持ち込みま
した。
　こうした企業は、いずれも創業者を継承する後安保先生の話を熱心に聴く受講者
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継者が、新しい分野に挑戦する精神力があり、今
も日々進化し続けているといえます。
□個性を出す企業
　岐阜県の安八郡に「未来工業」があります。電
設資材、給排水設備、ガス機材設備メーカーです。
この創業者、山田昭男は家業のヤマダ電気に入社
しましたが、「劇団未来座」を旗揚げし、そちら
に熱を入れたため勘当同然となり、やむなく未来
工業を大垣で立ち上げることとなったのです。こ
の会社の社是は「常に考える」です。この考える
ことで生み出した新製品が業績を伸ばすことと
なったのです。経営方針も特徴があり、「社員を
どれだけ感動させられるか」に心を砕いています。

□樹研工業
　豊橋にあるプラスチックの小型精密部品製造
（歯車）と小型射出成型機のメーカーです。大企
業が手を出さないニッチの分野と専門技術に特化
した異色の企業です。この会社の経営方針も特徴
があり、定年制はなく、採用は先着順といいます。
　安保先生の話はこれだけではありません。紙面
の関係ですべてをお伝えすることができないのが
残念ですが、やむを得ません。最後にレジュメに
記載された次の言葉をおすそ分けしましょう。
　「偶然は心に準備のないものを助けない（パス
ツール）」。
　文責　「フレンズ・TOHO」事務局　長谷川明

　今年７月、愛知東邦大学の大規模改修工事が公

表されました。工事は今年夏と来年春にまたがる

大がかりなもの。向こう 10 年間、東邦学園創立

100 周年に向けたキャンパス整備計画の第１期。

名付けて「スマート・キャンパス化」。整備計画

のポイントは「巨大地震に備え、省エネ・節電に

貢献し、快適で地域に開かれた大学にすること」

の３点です。

　 今 夏 8，9 月

の工事は、主に

緊急性がある耐

震化です。2009

年の耐震診断で

は、建設当時の

基準に適合しているものの、いま激しい揺れに襲

われた時、「人的被害も生じかねない」とのこと

でした。地震の活動期に入ったともいわれる今、

学園は「学生と教職員の命を危険から守るため、

耐震補強を急ぐべきだ」と、第１期の改修をおこ

なうことにしたのです。

　「スマート・キャンパス化」のもうひとつの基

本方針は「社会に開かれた、安心・安全で自然環

境に配慮したキャンパスとして整備」することで

す。

　具体的な工事計画としては、これから学園創立

100 周年までの約 10 年の間に各講義棟を全 3期

に分けて改築工事を行い、最終的には耐震補強を

必要とするすべての校舎を建て直すことになり

ます。大学の新

たな教育づくり

とともに、東邦

高校と愛知東邦

大学との一体感

を意識して校舎

をデザインしま

す。そして、学生が安心して有意義な学生生活を

送ることはもちろん、環境にやさしい地域のシン

ボル的な建物として多くの方々に愛され、利用さ

れる身近なキャンパスの実現を目指しています。

　本会もこの「創立 100 周年記念事業」に大き

な期待と、どのような形の支援が可能か、検討が

求められます。

愛知東邦大学、耐震化工事
省エネ対策も実施

耐震化により安全を確かなものにエコ化を進め、
省エネルギー化を推進
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ボランティア活動の役割

  
 

450-0003 1-18-24 5  
TEL 052-586-2311 
FAX 052-586-2355

愛知東邦大学経営学部長　岡部　一明
（「ボランティア論」授業担当者）

□大学での東北支援

　愛知東邦大学でも、学生の自主性を尊重した東

北支援を行った。震災直後からボランティア関連

の教員らが現地調査を行い、学生にボランティア

の情報提供をした。7月には大学執行部、学生委

員会の主導で「教職員・学生ボランティア支援委

員会」が結成され、体制が整った。学生が個々に

東北に行ったのだが、夏休みには教員有志が学

生ボランティア参加を呼びかけた。9月 2日から

10 日まで 2次にわたり宮城県七ヶ浜町でのボラ

ンティア活動を行なった。これは大学生協の企画

に乗ったもので、休み中にもかかわらず 20名ほ

どが手を上げてきた。震災ボランティア・ツアー

は名古屋からを含め全国から多様に行われてい

る。ボランティアしたいと思えば、そこに申し込

めばよいのだが、初心者の学生たちにとっては敷

居が高い。身近な大学で呼びかけがあったことで

多くの手があがった。

　が、夏休みのボランティアはどこもすぐに満員

の活況。9月のボランティア・ツアーに本学から

参加できたのは学生 4名、教職員 3名に留まっ

た。そこで、後期が始まるとともに私の担当授業

「ボランティア論」などで再び震災ボランティア・

ツアー参加を募集。またまた 30名近い学生から

の手があがる。今度は学生 21名、教職員 2名が

10月 23 日から 26日、宮城県石巻市、特にその

牡鹿半島地域の漁村でボランティア活動を行うこ

とができた。東京のピースボートという市民団体

の組織するツアーに乗る形で、例によって往復夜

行バス、被災地で寝袋宿泊というハードな内身

だった。この 2つの企画を中心に本学学生の東

北ボランティア活動は『愛知東邦大学・東北ボラ

ンティア活動の記録』（近日刊）にまとめられた

ので参照されたい。

□企業の社会的貢献

　これら活動の中で、本誌『みどりの風』読者に

関連して、企業のボランティア・社会貢献活動が

活発に取り組まれていたことを特筆しておきた

い。七ヶ浜では、毎朝、現地ボランティアセンター

で他団体も含めて参加者一同が会したが、そこに、

学生や一般市民に混じって企業からのボランティ

ア集団がかなり見られた。印象深いのは丸紅から

の数十人の一団だった。どれもこれもいかつい体

格の男たちのグループ。聞けば、昔アメフトをやっ

ていたような選りすぐりの肉体派社員が派遣され

たという。昨年 9月段階では浜はまだ瓦礫が散

乱し、いくら片付けてもキリがない徒労感に襲わ

れていたが、こうした企業からの迫力ある「軍団」

が次々入る状況を見て、大いに勇気付けられた。

　同様に 10 月の牡鹿半島ボランティアでも企

業派遣集団は至る所に見られた。本学グループ

が入った小淵浜での漁業支援ボランティアでは、

100 人を越す「東京トヨペット」のユニフォー

ムを着た集団がやってきて壮観だった。16 年前

の阪神淡路大震災の時にも延べ 100 万を越す大

量のボランティアが被災地に入り、日本における

「ボランティア元年」と言われたが、このときには、

これほどの企業による組織だった支援はなかった

と思う。ＮＰＯ（非営利組織）の制度もまだなく、
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ボランティアはあくまで個人ベースで行われた。

「企業の社会的貢献」の概念も今ほどは普及して

いなかった。 

□ボランティアを定義する

　基本中の基本だが、ボランティアとは何か。大

学の授業めくが、次の 3要素が揃ってはじめて

ボランティアが定義される。

（１）公益性―人のため世のためであること

（２）無償性－報酬を得ないこと

（３）自発性―強制されたものでないこと

　ボランティアと言えば、まずはおカネをもらわ

ない活動と考えるが、それだけでは、趣味の将棋

やらスポーツやらあ

らゆる活動が含まれ

てしまう。人のため

世のための活動でな

ければボランティア

と言えない。また社

会のための無料の活

動であっても、強制

されてやるのではボ

ランティアとは言え

ない。あくまでも上

記３つが全部そろっ

て初めてボランティア活動になる。

　この中で特に注意すべきは「自発性」だ。学校

で成績と結びつけて行われる「ボランティア」は

本当のボランティアか、というのがよく議論にな

る。確かに、生徒がいやいやながら学校の周りの

掃除をするというのは本当のボランティアとは言

いにくい。やり方によっては教育的に意味ある活

動となるが、「社会貢献活動」などと言うべきで

あろう。

　これは、特に戦前・戦中の国家総動員体制の中

で、国への奉仕が強制的に国民に求められた歴史

ともからんで重要な点である。「社会奉仕」にや

や否定的なイメージがついたのはこの歴史と関係

がある。「奉仕」がもともと「仕え奉る」という

意味であることからも、戦後の自発的社会奉仕活

動は「ボランティア」という外来語で呼ばれるこ

とになった。

□そこに苦しむ人が居るなら

　「ボランティアは欧米のキリスト教の文化」「日

本人には無理」といっ

た議論もあった。し

かし、前述の通り、

1995 年の阪神淡路大

震災直後の延べ 100

万人以上の活発なボ

ランティア活動がこ

の固定観念を打ち

破った。困った人・

苦しむ人がいる。だ

から助けようとする。

その心に宗教や文化

の違いはないはずである。日本人にもそうした心

は強く流れており阪神淡路大震災の時にそれは

大々的に証明され、今回の東日本大震災後の動き

の中でも証明された。本学から東北ボランティア

に行った学生たちの言葉からもその片鱗はうかが

えた。「生まれて初めて人に何かしたい、という

気持ちになった」「かわいそうだ、と思うだけで

牡鹿半島の漁村被災地に入る本学学生ボランティア
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はだめだ」「行動しなければ、と思った」。ふだん

ドライな学生たちからそんな言葉が聞けて感動し

た。

　外来語のせいかボランティアは何か非常に特別

な活動のように思われることもある。しかし実際

は、毎月の町内会・団地管理組合の掃除、草むし

り、学童保育のお祭りバザー、少年野球の手伝い

とかかなり多くの日本人がボランティアを普通に

やっている。総務省の社会生活基本統計によれば、

1年間に何らかのボランティア活動を行う人は

約 3000 万人で、人口の 4分の 1 に及ぶ。消防

団活動などは江戸時代の町火消しが起源で、日本

のボランティアの優れた伝統だ。欧米がキリスト

教なら日本には仏教の伝統がある。寺が貧民救済

のセンターとなってきたし、奈良時代の僧・行基

（668-749 年）は日本の元祖ボランティアとも言

われる。かの経営学の神様、ピーター・ドラッカー

は「いまも機能している最古の非営利機関は日本

にある。奈良の古寺がそれである。創立の当初か

ら、それらの寺は非政府の存在であり自治の存在

だった」という言葉を残している（『非営利組織

の経営』より）。

□日本の「ボランティア元年」

　阪神淡路大震災時の「ボランティア元年」を契

機に、日本でもボランティアの役割、その支援体

制の必要性が広く認識されるようになった。その

3年後、1998 年に特定非営利活動促進法（通称

ＮＰＯ法）が成立する。ＮＰＯ（非営利組織）は

ボランティアの核となって市民活動を支える組織

だ。小さなボランティア団体でも「特定非営利活

動法人」（通称ＮＰＯ法人）として簡便に法人化

できるようにした。財団法人、社団法人、社会福

祉法人、学校法人などの既存の法人（欧米ではＮ

ＰＯの範疇に入る）は設立が難しいのに対して、

資力のない小さな市民活動団体でも、比較的簡単

な手続きで「認証」され設立できる。社会的な信

用を得、寄付なども集まり易くなる。14 年の間

にすでに 4万 5000 団体を超えるＮＰＯ法人が

設立され、ボランティア活動の中で中核的な役割

を果たしている。

□企業も市民

　企業の社会的貢献も期待できる分野だ。企業は

元来営利を目的とした組織で、よい商品を安く提

供することがその社会的役割であると解されてい

た。その基本は変わらないが、個人が単なる損得

で動く経済人に留まらないように、企業も、損得

以外に社会的責務を果たしていくべきだという認

識が高まってきた。いわゆる「企業市民」概念の

登場である。

　世界的には、企業はまず 20世紀初頭、社会主

義に対抗する形で、労働条件の一定の確保、労働

権の確立など、企業内従業員への責任を求められ

るようになった。次いで 1960 年代以降、環境問

題の激化や消費者意識の覚醒の中で、より広い社

会への企業責任が問われるようになる。80 年代

前後に活発化した日本企業の対米進出の中で、地

域貢献を重視するアメリカの企業風土から受けた

影響も大きかった。法令順守はもちろんのこと、

責任を問われて何かするのではなく、自ら進んで

社会にはたらきかける「企業の社会的貢献」が目

指されるようになる。芸術などを支援する企業メ

セナ活動が活発化する。1990年には経団連が1％



（13）第 33 号

クラブを発足させる。企業利益の 1％を社会貢献

に拠出することを宣言した誇り高き企業たちのク

ラブであり、現在 200 社を超える日本の主だっ

た大企業が参集している。

　社会貢献などしていると企業業績が落ちない

か。この種の調査が活発なアメリカで、概ね反対

の結果が出ている。つまりボランティアなど社会

貢献に熱心な企業は企業業績もよいのだ。要因は

いろいろある。企業イメージの向上になる。地域

で信頼を得られる。従業員の士気が高まる。自社

への誇りが生まれる。若い優秀な人材が集まるよ

うになる。実際に地域の社会問題の改善を図られ

ることで、企業基盤の安定につながる。社会への

アンテナに敏感になることから企業戦略やマーケ

ティング能力を高める。結局、短期的に出超と見

えても長期的には企業利益につながる。

　東日本大震災は非常に不幸な出来事であった

が、これへの各方面からの真摯な対応の中で私た

ちの社会をより強靭なものに変えていきたい。

　2011 年３月 11 日、忘れられない大災害が起

こった。街の何もかもが一瞬にして流されていく

様子に言葉を失った。犠牲者・行方不明者約２万

人。多くの尊い命が一瞬にして奪われた。

　「絆」という言葉の名のもとに、日本中から東

北に支援の手が差し伸べられた。東邦高校でも生

徒会の呼びかけで募金活動が行われた。また、愛

知ボランティアセンターが主催するボランティア

に東邦高校から生徒と教員が参加した。金曜日の

夕方に名古屋を出発し、土曜日早朝から夕方まで

現地で活動、日曜日の朝に名古屋に帰ってくると

いう０泊３日の弾丸ツアーである。第１隊として、

６月に教員２名と生徒 22名が参加、７月に第２

隊として教員１名と生徒８名が参加、８月には教

員３名が参加、そして震災から１年経った３月に

は、第４隊としてバトン部全部員と教員１名で参

加。震災以来、継続して東北支援を続けている。

　またそれ以外にもボランティア活動に参加した

生徒と生徒会を中心に、文化祭でもさまざまな震

災支援の企画が行われた。宮城県石巻市から被災

した高校生を招いてのシンポジウム、東北物産展、

募金活動、クラス・クラブ企画でも「東北に笑顔」

をと、東邦からエールが送られる場面も見られた。

　私は、第２隊、第４隊とバトン部の生徒と石巻

市を訪問した。３月には、自分たちなりの支援が

したいということで、演技披露をし、「笑顔」の

力を届けることができた。震災で深く傷ついた街

は、いろんな事を私たちに問いかけてくれた。私

も生徒たちも学校では学べない、そして今後の人

生においてとても大きな経験をした。以下は生徒

の生の声である。ぜひ、読んでいただきたい。

○第２隊に参加した生徒の感想（2011．７）

　笑顔で出発した金曜日。まさか自分がこんな思

いで帰ってくるなんて思わなかった。現地では涙

は一粒も出なかった。名古屋に帰ってきて、今改

めて一つ一つ思いだしていくと、現地では出な

かった涙が、満タンになったタンクから溢れ出す

東邦高等学校　バトン部顧問　中橋　杏奈

　バトン部の生徒ともに
　　　　ボランティア活動に参加して
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様にポロポロと ･･･。

　建物が建ってる、ハエがいない、クーラーがつ

いてる、風呂に入れる。ただ普通としていた事が

有り難くて、幸せで。４か月経っている事もあ

り、メディアで取り上げられている事はいかにも

復興しています。みたいな感じで。でも、実際に

行ってみてメディアを通じてしか見ていなかった

あの場所。本当に４か月経ったの？って。本当に

昨日起きたかの様で。涙も出なかった。口を開け

て、眺めてる事しか出来なかった。家、ないよ？

船、何でこんな所にあるの？車、何で海の中にあ

るの？人、何でいないの？本当にこれが現実で。

この現実を受け止めることが辛い。胸が痛い。

　森があって、野生の鹿がいて。海も広がってい

て。本当にいい所なのに。でも、この海が東北を

変えて、海底に思い出を消したんだよね。これだ

け荒らしといて、もう何事もなかった様に静かに

するなんて、せこいよ。自然の儚さも実感した。

　避難所の渡波小学校。ハエと共に暮らしている

様で、風呂にも入れない、クーラーだってもちろ

んない。びっくりする様な環境で。現地の人達は、

毎日そこで暮らしている。同じ空の下と言え、同

じ国と言え、違いすぎて。そんな環境にあるのに、

現地の人達は、私が掃除をしていると「お疲れ様」

「ありがとう」って言ってくれて。仮設トイレの

掃除も、全然嫌じゃなかった。むしろ、任せて下

さい。一緒に話をしていても「ありがとう」って。

本当に笑顔が絶えなくて。きっと不安もあると思

うのに ･･･。「ありがとう」って言葉がこんなに

重く感じたのは初めて。

　学校の黒板の日付は「３月 11日」あの日のま

まで。津波の跡がついていて。その教室は時が止

まった様だった。朝起きたら家族がいて、教室に

入ったらクラスの仲間がいる。黒板の日付は変

わってる。そんな日常が幸せ過ぎる。渡波小学校

の生徒達が書いた七夕の短冊。子ども達の希望は

･･･「また渡波小学校でみんなで勉強したい。」授

業を受ける事が仕事の様な、それが普通として生

きている私達の生活を現地の子ども達は願って

た。本当に切ないよ ･･･。

　考えると、無駄な日もあったな。今日も授業を

受けれる事が幸せで、そう思うと涙が溢れ出て、

授業受けれなかった。自分がやらなきゃいけない

事は、絶対にやらなきゃいけないって分かってる

のに、こうしている間にボランティアをしている

人や、現地の人のことを考えると、授業受けてて

いいのかな？って思っちゃって ･･･。訳が分から

なくて ･･･。みんなは「頑張れ」って声を掛けて

るけど、「頑張れ」って言うけど、もう十分頑張っ

てるよ。帰って来て分かったけど、現地に行く事

だけがボランティアじゃない。

　今、自分には何が出来るのか、それは多くの人

にこの事を伝える事かもしれない。でも、やっぱ

り伝わらなくて、みんなの反応が辛かった。だか

ら、今日を、明日を大切に。一日一日が奇跡。平

凡だと思っていた毎日を使命だと思って生きてい

く事じゃないかな。あの日に被災した誰もが生き

たかった日を ･･･。
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　何より、全員無事に帰って来れて良かった。貴

重な経験だった。愛知ボランティアセンターの

方々、東邦隊のみんなと励まし合い。協力し合い、

新しい思いやりの心を持

てた。私達をサポートし

て下さり、貴重な経験を

させて頂けたことに、全

ての人に感謝です。今日

があるって、明日があるっ

て幸せだな。

○第４隊に参加した生徒

の感想（2012．３）

・今までのいろんなステー

ジで踊ってきたけれど、

３・３１。この日のステー

ジは最高！！今までで、一

番のステージだった。狭

いし、雨だし、運動靴だし、

予定通りには全く動けな

い。でも、もうそんなの

どうでもよかった。私た

ちの演技で、こんなに笑顔になってくれる。中に

は泣いている人も、一緒に踊ってくれる人も・・・。

本当にうれしかった。でも、皆の笑顔と涙、何よ

り現地の方の笑顔と涙。これは私たちの心の中に

一生消えることなく、深く刻まれた。また、現地

の方にもそうであってほしいな。私が得たものそ

れは、言葉の大切さと繋がり。そして現地の方の

笑顔と涙。

・このボランティアを通して、私たちが今いかに

幸せなのかがとてもわかりました。自分の家に家

族全員で暮らせる幸せ、学校へ行ける幸せ、自分

の好きなだけ食べられる幸せ。普段何も気にせず

過ごしている日常生活ですが、私はこんなにも

幸せな状況であるんだと

思いました。ボランティ

アに行かなかったら、気

づけなかったことでした。

私もボランティアを通し

て、何か一つ得ることが

できました。このことを

忘れず、これからの生活

を過ごしていきたいです。

・主に瓦礫の処理を行いま

した。拾ったものは、お

茶碗がたくさんあり、ま

たこの土地に住んでいた

方の結婚写真が見つかり、

私が見つけて拾ったもの

は、ごみではなく、１つ

１つ生きた証なんだと思

いました。このことは決

して忘れてはいけないこ

とだと思いました。また２つの場所で踊ることが

できてとてもうれしかったです。踊っているとき

に見て下さっている方々が、だんだん笑顔になっ

てきてくれて、その笑顔を見てもっとこちら側が

頑張ろうと思える笑顔が見れました。私は、人の

役に立つ、社会に貢献できる人間になることで、

少しでも東北の復興につながるんじゃないかと思

いました。ボランティアを行ったことで、当たり

前のことに感謝しないといけないと思いました。

これからも何事にも頑張って行きたいです。
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ドライアイスで強大なアイスクリームを作っちゃう

ナイロンを作ろう

親子理科実験教室
日時：8月 2日（木）　10 時～ 12 時

受付：9：50 から

場所：東邦高等学校化学実験室

　　　小学生 4年生以上（子供だけでもOK）

講師：東邦高等学校理科教諭

助手：東邦高等学校生徒　

材料費 100 円（当日徴収）

講演
「チンパンジーの子育てに学ぶ」

講師：京大霊長類研究所　林美里先生

日時：10 月 14 日　13：30 ～ 15：00
場所：愛知東邦大学

　DNAの塩基配列はヒトとほとんど違いがあ
りません。９８．７７％が同じです。ヒトに
もっとも近いチンパンジーは、子どもを「ゆっ
くり寛容に育て、子どもにあまり干渉せず、
親を見て学ぶように」します。
　「一緒にいることがいいんだと思います」
教育は「詰め込みにならないように、自発的
に興味が持てる環境、サポートが必要ではな
いかと思います」。この続きは講演で。

問合せ先・お申し込み先は、TEL：052-782-1241　FAX：052-781-0931　E-mail：friends@aichi-toho.ac.jp
担当：西、濱嶋、木村

　伊吹山エコツアー
　さしもぐさ(よもぎ)といえば、伊吹のお灸。

伊吹山は古代より薬草の宝庫でした。この辺

りは、北方系と南方系植物が出会う、それぞ

れの限界位置にあります。それだけに植物の

種類も豊かです。

　伊吹の自然を愛で、「自然と人間の共存」

を訴え、エコツアーガイドをおこなう「伊吹

山もりびとの会」に案内をいただきます。

10月1日　コーヒーの日
プロが伝授する

コーヒーを楽しむ（実技とともに）
コーヒーを美味しく楽しむ

講師：富士コーヒー㈱社長　塩澤敏明氏

日時：10 月 1日　18：00 ～ 19：00

場所：愛知東邦大学

これからのフレンズ企画

8/4
（土）

 

星が丘グループ本社
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　６月 22 日（金）名古屋観光ホテルにて、定期総会が開催されました。記念講演は、ジャーナリスト、
大谷昭宏氏。一般の方からの参加もあり、愛知東邦大学学生、会員などおよそ 150 名が講演に耳を傾
けました。
　「フレンズ・TOHO」の評議員・運営委員の大堀道之氏が司会進行をおこない、愛知東邦大学人間学
部長、古市  久子先生から講師紹介がありました。
　講演の概要は以下のようでした。（文責：事務局）

　2012 年度　フレンズ定期総会　記念講演

「みんなの命輝くために
―東日本大震災から１年３ヶ月・日本―」

講師　大谷　昭宏　氏（ジャーナリスト）

　プロ野球界が伏せたいものがある？
　本日は東邦学園「フレンズ・TOHO」の講演会
にお招きいただきありがとうございます。
　原監督が１億円を恐喝されたことが話題となっ
ています。１億円もの大金を一般女性の書いた日
記に支払うというのは不可思議です。警察に届け
なかったのは、警察に見せられないことが書いて
あったと考えるのが普通でしょう。１億円払って
もジャイアンツが伏せたかったことが書いてあっ
たと見るのが普通でしょう。
　取り巻きが忠告しないから、渡邉 恒雄さんは、
いまや裸の王様なのかもしれません。清武さんが
渡邉さんに追い出され、出版差し止めなど追い詰
められている。追い詰められれば、彼が握ってい
る「核兵器」を使わざるを得なくなってしまう。

「神も仏もあるものか」
　国や行政は地図を持たずに進んでいるよう思
え、残念でなりません。私は、南三陸から中継す
る仕事があり、７回被災地に足を運びました。実

際に現地にいき、「神も仏もあるものか」と実感
したんです。こんなにひどいことになるものかと。
　1995 年 1 月 17 日、阪神淡路大震災がありま
した。
　サンデープロジェクトという番組で 21回の震
災報道をしました。この地震と比較し、東日本
大震災では、何よりもつらいだろうと思うのは、
いまだに行方不明の方がいらっしゃることです。
2910数名が不明のままです。阪神では、早朝だっ
たので、親子、家族が一つ屋根の下にいたケース

記念
講演
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が多いのですが、東日本では、家族がバラバラの
時間帯でした。津波はここまでやるのかと思うほ
どで、復興期間は阪神の 5倍も 10倍もかかるよ
うに思えます。福島原発を真ん中に抱えていると
いうことはあるものの、1年経たないと復興庁が
できない始末です。20 年経たないと規制区域に
は戻れないのです。離れていた人が 20年経って
から帰りますか？我々はあの国土を捨てたと同じ
なのです。20 年という歳月は、二度と帰れない
のと同じではありませんか。我々はとんでもない
ことをしたという思いに立つことが大切です。大
事な国土を失ったのです。

自然は恵みも与えてくれる
　クリスマス、冷たい風を遮るものがない被災地
で、ボランティアの人たちが泥を取り除いていま
した。一番寒い時期にもかかわらず、8000 人が
ボランティアに入っていたのです。我々の社会は
根っこのところで、「捨てたものではない」と思
えました。
　カキ養殖業者を取材したときです。施設は流さ
れました。彼は過去 3回、津波に襲われていま
した。今回の地震があったとき、「とんでもない
大津波が来る」と思ったそうです。漁師の彼は、
津波に向かって全速力で船を走らせました。一晩
中、沖合いで船を止めて凌いだのです。翌日帰っ
たら、町民の四分の一が亡くなっていた。
　この助かった漁師にワカメをご馳走になりまし
た。彼は、「海はひどいことをするが、半年経て
ばこのように恵みも与えてくれる」と。
　私たちの国には、「お互い様」という言葉があ
ります。困ったときは「お互い様」の精神で、そ
れぞれが出来る事をしてあげたらいいのです。ひ

どいことをする海だって、返してくれるのです。
自然と人間でも、人間と人間でも同じです。もち
ろん心無い方がいるのも事実です。瓦礫処理を松
阪市が引き受けると表明しました。BSE で松阪市
が苦労し、励まされたことへの恩返しですと。ボ
ランティアとして現地に行かなくても、ごみの減
量を図って、減量した分瓦礫を受け入れられれば、
ボランティアに行ったことと同じだと松阪の人々
が言ったそうです。これが「お互い様」の考え方
です。

根拠のない不安に惑わされないこと
　不安には根拠のあるものと根拠のない漠然とし
た不安があります。メディアも根拠のない不安に
惑わされてはならない。根拠のある不安には何時
間かけても答えなければならないのです。このこ
とをわれわれ自身が学ばなければと思うのです。
　津波で南三陸・三嶋神社のお神輿が流されまし
た。2011 年は 4年に 1度の例大祭でした。祭事
用具も流され、お祭りはできませんでした。とこ
ろが翌年の 3月 30日、500 キロ離れた静岡から
好意で神輿が運ばれてきたのです。
　東北の祭りは幻想的です。和紙を口にくわえて
神輿を担ぐのですから、声がしない。瓦礫の中を
幻想的に行ったり来たりするのです。南三陸に残
る伝統を守ってきたお祭りです。行ったり来たり
しながら最後は宮入りする神輿は、行きつ戻りつ
するけれど、確実に前に進みます。この祭りのよ
うに、未来の子どもたちにバトンを受け継いで行
きたいという思いがしました。それがメディアの
仕事でもあると思っています。
　本日はどうもありがとうございました。
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■会 社 名　　名鉄観光サービス株式会社 
■創　　立　　昭和 36 年 4月 1日 
■代 表 者　　代表取締役社長　神應　昭 
■本社所在地　名古屋市中村区名駅南 2丁目 14 番 19 号
　　　　　　　（住友生命名古屋ビル） 
■支 店 数　　旅客支店 ( 登録店舗 )100 ヵ所　
　　　　　　　(2012.4 現在 ) 
　　　　　　　国際貨物支店 15 ヵ所 
　　　　　　　海外事務所 7カ所 
■従 業 員
　1,460 名（男性 1,106 名　女性 354 名）
　※ 2011 年 11 月時点
■営業種目   
　・旅行業法に基づく旅行業
　・貨物運送取扱事業法に基づく利用運送事業
　・両替商
　・各種運輸機関の乗車船券類の発売に関する事業
　・通関業法に基づく通関業
　・各種運送代理業
　・郵便切手、収入印紙及び入場券の販売業 
　・旅行傷害保険代理業務 
　・輸出入貿易事務代行 
　・イベント・コンベンションの企画立案 
　・前各号に関する一切の付帯業務 
■関係会社   名鉄エクスプレスUSA 
　・名鉄トラベルUSA.CORP.

　・ 碧海観光サービス
　・めいかん企画　
　・香港百勝旅運有限公司

　愛知東邦大学からは 2009 年に 1名と、2010
年 1名が名鉄観光ｻｰﾋﾞｽに入社してがんばってお
ります。経営学部地域ビジネス学科には、名鉄
観光サービスOBの杉浦教授が就任されておりま
す。
　名鉄観光サービスでは、国内旅行・海外旅行・
訪日外国人旅行の企画・販売を中心に国内・海外
を合わせ 8000 以上のコースプランを持ち、世界
遺産めぐりやリゾートといった定番の旅行はもち
ろんスポーツイベントやコンサートを核に組み込
んだ旅、話題の映画のロケ地をたずねる旅、人気
の観光スポットをチャーター便でゆったり楽しむ
旅など、すべての方々の感性を刺激するタイム
リーなプランがたくさんあります。

文責　フレンズ事務局 

フレンズ法人会員紹介

　名鉄観光サービス株式会社
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　大飯原子力発電所が再稼動となり、１基も動いていなかった日本の原発が再び稼動し始めました。

原発稼動に賛成する地元の意見は理解できます。

　ところが、新聞報道によれば、正式に稼動の可否を認める政府の会議が終了し、関電側に連絡が

入る前に、「連絡が入った」と作業が始まりました。ある新聞は “勇み足 ” だったと伝えていました。

この勇み足で、再稼動に向けた安全対策の確認が “ 儀式 ” として執り行われてきたことが明確にな

りました。ある報道番組の司会者は、「相撲の八百長メールを思い出させる」とも。原発の安全性

に “八百長 ”。耳を疑います。原発マネーにドップリ漬からされている現実に寂しささえ感じます。

編集後記

もう一度春を探しにもう一度春を探しに　自然と自然と
　　親しむ会　　親しむ会
　昭和 48（1971）年に白川小学校馬狩分校が廃校（白川村立白

川小学校HP）になっています。第一次ベビーブームが去り、豪

雪地帯の白川の郷にあった分校は、昭和 40年代に次々と廃校と

なりました。過疎化の始まりです。

　5月 12 日 ( 土 ) 自然と親しむ会、春の例会はこの白川、馬狩

の谷を訪れました。5月の半ばになろうとするにもかかわらず、

冷たい雨が時折降る早春の様相でした。出発地名古屋の天候から

は想像を超えていました。

　大窪沼に向かう道路沿いに、かつては馬狩分校、村社と民宿『大

杉』がありました。今はその跡さえ定かではありません。馬狩分

校は門柱が当時の名残を留めているだけです。

　大窪沼への道沿いにカタクリが群生しています。残念ですが、

うつむき、かがり火のように咲くカタクリには出会えません。ど

の花もしっかりと花弁を閉じています。冷たい雨を避け、花粉を

守るために閉じているのです。花粉が水にぬれると破裂してしま

うからでしょうか。

　大窪沼の周辺にはまだ雪が残っています。今冬は大雪だったの

です。白いミズバショウは、水面に映り、時折明るくなる空の下、

その白さが際立ちます。

　世界遺産荻町の白川郷からさほど離れていないにもかかわら

ず、人の気配はありません。白山スーパー林道を車が行きかうの

は、あと 1ヶ月も先のこととなります。それまでは、ここを尋ね

る人はいないのでしょう。

　荘川 IC を降りた辺りの沿道は春の様相です。荘川桜は、葉桜になっていたものの、チューリップ

や八重桜が満開。山の中腹には山桜があちらこちらで咲いています。時をさかのぼり、名古屋では過

ぎ去ってしまった春を、もう一度味わうことができた自然と親しむ会でした。

大窪沼にひっそり咲くミズバショウ

校庭への入り口を示す門柱

『村立白川小学校馬狩分校』とハッキリ読める


